
平
成
２
８
年
度
鬼
池
地
区
産
業
文
化
祭
が
、
１
１
月

２
６
日
（
土
）
・
２
７
日
（
日
）
に
、
鬼
池
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
農
産
物
、
加
工
品
、
盆
栽
、
園
児
・
児
童

生
徒
の
作
品
、
絵
画
、
写
真
、
手
工
芸
品
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
陶
芸
品
、
書
道
な
ど
が
所
せ
ま
し
と
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

※
２
７
日
（
日
）
に
は
“
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
”
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く

の
雨
の
た
め
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
鬼
池
地
区
の
農
産
物
や
作
品
を
一
堂
に
集
結
！

一
階
・
・
・
農
産
物
、
加
工
品
、
盆
栽
、
陶
芸
品
、

園
児
・
児
童
生
徒
の
作
品
、
絵
画
、
手

芸
品
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等

廊
下
・
・
・
絵
画
、
小
学
校
の
思
い
出
の
品
々
、
鬼

池
の
な
つ
か
し
い
写
真
等

二
階
・
・
・
書
道

各
戸
又
は
各
教
室
等
か
ら
出
品
さ
れ
た
自
信
作
の

数
々
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
お
客
さ
ん
が
足
を
留
め
て

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
２
７
日
（
日
）
の
午
後

３
時
か
ら
は
農
産
物
等
の
即
売
会
も
あ
り
、
買
い
物
客

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

☆
今
年
の
農
産
物
、
加
工
品
の
表
彰
（
１
等
賞
）
は
次
の
と
お

り
で
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
「
森
下
さ
ん
の
白

菜
は
重
さ
が
全
然
違
う
。
」
と
の
お
客
さ
ん
の
声
。
白
菜
を

持
っ
て
み
る
と
確
か
に
重
量
感
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

森
下

弘
さ
ん
（
白
菜
）
、
池
田
豊
秋
さ
ん
（
大
根
）

池
﨑
恵
子
さ
ん
（
キ
ャ
ベ
ツ
）

■
バ
ザ
ー
も
実
施

婦
人
部
の
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
（
２
０

０
円
）
・
う
ど
ん
（
２
０
０
円
）
・
蒸
し
パ
ン
（
１
０
０
円
）

が
販
売
さ
れ
、
寒
か
っ
た
こ
の
日
、
暖
か
さ
も
提
供
さ
れ
ま
し

た
。出

品
さ
れ
ま
し
た
方
々
や
ご
来
場
者
及
び
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
１
月
１
３
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
、
鬼
池
港
の
一
角
に

お
い
て
「
鬼
池
港
市
」
（
お
に
い
け
み
な
と
い
ち
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
「
マ
ダ
イ
」
や
「
イ
サ
キ
」
、
「
ヤ
ズ
」
、
「
ク

ロ
」
な
ど
が
水
槽
内
を
泳
ぎ
、
透
明
感
が
あ
る
「
ミ
ズ
イ
カ
」

も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
賑
わ
い
の
中
、
新

鮮
な
海
の
幸
を
買
い
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ミ
ズ
イ
カ
」
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
イ
カ
の
さ
ば
き
方
の

実
演
も
あ
り
、
柔
ら
か
い
刺
身
の
作
り
方
の
コ
ツ
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
イ
カ
の
胴
体
部
は
、
横
に
向
け
て
繊
維
が
あ

り
、
「
え
ん
ぺ
ら
（
ひ
れ
）
」
に
対
し
て
縦
に
イ
カ
の
身
を

切
っ
て
刺
身
に
す
る
方
が
柔
ら
か
く
食
べ
や
す
い
刺
身
に
な
る

と
の
こ
と
。
な
る
ほ
ど
。
な
る
ほ
ど
。

「
鬼
池
港
市
」
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
関
係
者
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
し

た
。

１
１
月
１
３
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
、
鬼
池
体

育
館
及
び
鬼
池
運
動
広
場
（
旧
御
領
鬼
池
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
）
に
お
き
ま
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
か
ら
熟
年
世
代
ま
で
の

約
４
０
人
（
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
。
）
の
参
加
が
あ

り
、
次
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
行
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

①
ア
ジ
ャ
タ
・
・
・
・
・
・
６
人
１
チ
ー
ム
で
、
玉

入
れ
の
カ
ゴ
に
カ
ラ
ー
の
玉
９
９
個
と
黒
い
ア
ン

カ
ー
ボ
ー
ル
1
個
の
計
１
０
０
個
の
玉
を
早
く
入
れ

る
タ
イ
ム
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

②
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
・
・
軽
い
変
形
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
つ
き

指
の
心
配
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ボ
ー
ル
の
飛
ぶ
方
向

に
意
外
性
が
あ
り
、
予
測
が
つ
け
に
く
く
ゲ
ー
ム
を

面
白
く
し
て
い
ま
す
。

③
ペ
タ
ン
グ
・
・
・
・
・
・
誰
で
も
楽
し
め
る
球
技

で
、
目
標
玉
（
ビ
ュ
ッ
ト
）
に
向
け
て
金
属
製
の

ボ
ー
ル
を
投
げ
合
っ
て
、
相
手
の
ボ
ー
ル
よ
り
目
標

玉
に
近
づ
け
る
こ
と
で
得
点
を
競
う
も
の
で
す
。

④
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
・
・
・

ゴ
ル
フ
の
ボ
ー
ル
の
代
わ
り

に
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

（
円
盤
状
の
も
の
）
を
使
用

し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
型
の
専
用

ゴ
ー
ル
に
、
何
投
で
投
げ
入

れ
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。参

加
い
た
だ
い
た
方
々
及

び
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
お
疲
れ

様
で
し
た
。

「鬼池地区産業文化祭」を開催! 鬼
池
お
こ
し

か
わ
ら
版
第
四
十
号

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
発
行

発
行
元

鬼
池
ま
ち
づ
く
り
振
興
会

広
報
部
会

鬼
池
港
市
を
開
催

自
主
学
級
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室
作
品
展
示

農
産
物
・
加
工
品
展
示

自
主
学
級
書
道
教
室
作
品
展
示

懐
か
し
い
写
真
等

港市風景

マダイ等

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

アジャタ（玉入れ）


